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小　林　　　修
　最後の報告となりました。
　今迄ノートに書きためてきた，学生の作品を読み返えしてみて，これだけ
は，発表しておきたいと思った作品の中から，二十篇ほどを選んで，三つの
グループに分けてみました。
　最初のグループは，学生の中のごく少数にかぎられると思われる，醒めた
眼を以って，四年間を生き抜いた人達の心の内を見せてくれた作品群であり
ます。第二のグループは，創価大学の先生方のありのままの姿を学生達の眼
はどのように捉えていたか，を示す作品の数々です。最後のグループは，創
価大学で二十年間，学生と共に歩んできた教師としての私自身を，学生はど
のように見ていたのかを示す，私自身に贈られた学生からの最後のプレゼン
トとしての作品群であります。
　それでは，順を追って御紹介致します。
〔Ⅰ〕　少数者の醒めた眼にはどんな大学であったか
　⑴　題はないようなので，最近卒業を前にして（実際にできるかどうかは，
まだわからないが，）考えている事を書こうと思った。
　あと３ヵ月程で，自分にあたえられたモラトリアムの時間は終了する。
　色々あったが，将来自分の進みたい道とやらは，目星がついて，あとは，
その道に入れるかどうか，という所だ。早いもので，もう４年が経とうとし
ている。そういえば，この大学に入って初めて聞いた言葉がいくつかあった。
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その中で，最近よく理解しかねるのが「大学建設」という言葉だ。
　我が大学でこの言葉は，「偉大な創立者の意志で建てられた最高の大学を，
名だけでなく，名実共に世界最高の大学にする為に，一人一人が成長しなが
ら，大学を色んな意味で支えていこう」というニュアンスで使われている。
事実，自分もそういう意味で使ってきた。これが，最近良くわからない。大
学を支える，建設する，とは，何だろうか。
　優秀な成績を修める事，社会に出てから活躍する，様々あると思う。けれど，
最も重要な事柄の中の一つとして，「大学らしい大学」を目指して，大学全
体を少しづつ変えていく事，があると思う。
　前に先生が，「この大学は大学じゃない」と言ったことがありましたが，
その時は，どういう事か，今一良くわかりませんでした。しかし，それが最近，
先生とは，異なる解釈かもしれないけど，なんとなく感じることがあります。
　一番最近は，中央執行委員選挙です。
　立候補者の資料を見ましたが，全員が，公約の中の第一番目に，「創立者
の語らい」を読んでいく運動を，挙げていました。信任投票なので別にかま
わないとは，思うのですが，人に選んでもらう時は，自分の独自性を打ち出
さねばならないと思います。
　自分も「創立者の語らい」は，読みますが，別にそれは，誰に読めと言わ
れたからでもないのです。
　本当に立候補者全員が，その運動を押し進めていきたいと思っているなら
別にいいのですが，それはそれで変な感じがします。
　創価大学にいて，思うことは，ゆるやかに異物を除こうとする力が常に働
いている特異な大学である，という事です。特定の人物（学生）が，それを
画策するわけではなく，学生全体の空気が異物を認めない，オーラを放って
いる様な気がします。
　異物は，大勢にのみ込まれるか，異端として，孤立しています。
　それはまるで，小学校，中学校でのクラス構成の様で，又，イジメの図式
授業実践報告――（その十六）―― （ 103 ）
に似ています。
　自分には，大学とは，自由な所，というイメージがあります。我が大学は，
必ずしも，イメージとは一致しません。
　この大学に言論の自由はあるか，と問われれば，「ある」と答えますが，
学生の間では「不自由だ」と答えるでしょう。
　創立者は，「どんな人が入っても，異和感なく，すごせる大学にしよう」
とおっしゃっています。
　「自由か不自由か」という意味や，創立者が，おっしゃっている意味でも，
真の大学らしい大学，を目指す事が，「大学建設」という言葉の中で重要なウェ
イトを占めるのでは，と思う今日この頃です。
　⑵　本来こういう事を書かなければならないこと自体が，すでに閉ざされ
ていると思いますが，私はこの大学でよく孤独感を感じることがある。理由
ははっきりとわかっているのですが，自分の力だけではどうすることもでき
ないので淋しい限りです。その理由というのは，私が信心していない，つま
り創価学会員ではない，ということです。
　私はこの創価大学は開かれた大学だと聞き，それを信じて入学しました。
しかしフタを開けてみると，どこをどう見たら開かれた大学なのか疑いたく
なることばかりでした。多くの価値をぶつけ合えるというのは名ばかりで，
絶対的少数派である私たち無信心者の意見は，無視されがちなのです。私は
この現状を打破すべく，様々な人と対話していますが，１対１の場では理解
を示してくれるものの，大勢の場では理解を示してくれていた人達も周りに
流されてしまうのです。
　どんなに努力しても変わらない現状に，淋しさを覚え，孤独を感じます。
大学を辞めることを何度も考えましたが，ここで辞めてしまうと，これから
先に入学してくる可能性のある同じ立場の後輩が，私と同じ嫌な思いをして
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しまうのではないかと思い，踏みとどまっている。
本当の意味で開かれた大学になるまで，私は挑み続けようと思います。
　⑶　淋しさ，孤独，不安，人間の持つあたりまえの感情よね。なのに，な
ぜそれを無視しようとする人が，この大学には多いのかしら？　何かを心に
感じるのはちっとも悪いことじゃないのに。
　それがマイナスと考えられてる感情でもね。あたしはマイナスだとは思わ
ないけど。
　心を動かされること，つまり感情と名付けられているものになぜ優劣をつ
けるのかがわからないのよね。
　なぜ，淋しさ，孤独，不安を感じていないフリをするの？
　忙しく行動することによって忘れようとするのよね。
　それで，ひずみが出てきて苦しくなるわけ。
　ホントばかみたい。悩むというプロセスは，とても大切な事なのにね。
　簡単に答えを出しすぎじゃないの？
　この大学にはさ，人の現状とか思いとかを理解しないままに指導してくれ
ちゃうの。
　役に立つ，イコール指導だと思ってるみたい。能動的であれば全てＯＫみ
たいな。
　でもさ，みんな最終的な答えはわかっているワケ。
　そこで，あおるような事を言うよりも，じっくりと悩みを聞いて理解して
くれる方が，よっぽどうれしいのに。なのに，悩むことがいけない事のように，
ああしなさい，こうしなさいって……そんなことわかってるサ。
　ああ，どうしてこんなに自己満足と勘違いにもとづくおせっかいが，はび
こってるの？　あたしは絶対にそうはならない !!　気をつけなくっちゃ。
　⑷　「さびしい言葉」
　最近，僕はある事について考えるようになった。それは，よく創大生が口
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にする「耳に心地よい言葉」についてである。
　僕は大学に入るまでの約10年間，野球をしていた。その中では，人権なん
てものは全く無視された言葉や悪口など日常茶飯事であった。だから，そう
いう汚い言葉やいじめ，又は先輩のいびりなどには馴れているので，言われ
るのは嫌いだが，言われても，別段気にはかけない。だが，この大学の大き
な特徴は，そういったものがほとんどないことだ。これはこの大学の精神か
らくるのか，学会の精神からくるのかは，分からないが，とにかく，「耳に
痛い言葉」を避けて，「耳に心地よい言葉」をみんなはかけ合う。僕は，最
初入学した時，こういう光景又は，自分が体験してドギモを抜かれた。初めは，
すごくうれしかったし，ここが天国のようにも感じた。少しオーバーかもし
れないが，本当にそう感じたのだ。
　だが，その反面，短所も見えてきた。みんながそういう状態に馴れている
ため，きつい言葉はあまり言うことができないのだ。だから，ますます「耳
に心地よい言葉」が，割り合いをしめてくる。でも，これは良い事なのだろ
うか。今日の小林先生の講義でのみんなの文章の中で，「お疲れ様」という
言葉が嫌いだと書いている人がいた。そして，その中で「相手の立場になっ
て物を言わないと，思いはとどかない」ということが書かれていた。僕も，
そう思う。親しくもない，自分のことをほとんど知らない人から，「大丈夫，
君ならできるよ」と言われても何も心には響かない。なぜか自分には，「耳
に心地よい言葉」というのは，形式化してきているような気がする。このこ
とは，すごくさびしいことだと思う。心底，自分のことを心配してくれて，
かけてくれた言葉なのか，とにかく，そういう状況の人に出会えば，かけて
いる言葉なのか，それの区別はつけにくいが，おそらく，後者の方は，一般
社会よりも多いのは事実だと思う。だとすれば，そういう「耳に心地よい言葉」
は，聞いた感じは心地よいが，中身はともなっていない「さびしい言葉」な
のかもしれない。
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〔Ⅱ〕　学生達の眼が捉えた先生方の姿
　⑴　学問を愛する人
　古文書学の藤村先生は，ちょっとした毒舌家であり，授業中によく，創大
生を風刺して，「チクショー」という気持ちになります。
　しかし授業が終ると，僕の前の席に坐っていた女の子が「私この先生好き
……」ととなりの友人につぶやいたのを聞いて，「なんで！」とおどろきま
した。しかし，ある日の授業中，後ろの方でおしゃべりをしている男たちが
いて，藤村先生が急に怒りました。「何おしゃべりしているんだ君たち！何
しに大学に来ているんだ！」その時の先生の声は，とても張りがあり，高く，
先生がとても若く見えました。その時の先生の姿は，本当に学問を愛する一
学生の姿でした。「カッコいい……」僕はそう思いました。
　藤村先生は自分が学問をしていることに，“誇り”を感じているのだと思
います。僕も真の“学生”になりたいです。
　⑵　秋に想う
　昨日の二時限目の授業は「西洋古典語」でした。その授業をひきいるのは
長年このラテン文学に愛を注いできた，もの静かな，優しそうな中山浩二郎
先生でした。
　授業は，毎回一定の儀式のように何にも変わらず，一年中行われてきた。
ところが昨日先生の研究室（Ｃ407）に集まって来た７人の学生は，中山先
生にとって最後の学生でした。
　そう，今年で長年，このラテン語に対する篤い想いを必死で学生に伝えよ
うとしていた中山先生は，退職し，大学を去ることになりました。
　個人的に先生のことを何にもわからないんですが，昨日の先生の口調には
普段とは違った何かがあった。普段のタンタンとした口調の代りに，さびし
さとこの大学，この学生に対する熱い想いを感じられずには居られなかった。
最後に，長年繰り返えされてきた儀式を破るかのように，７人の最後の学生
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を自分の研究室に連れ，ラテン語の文法や動詞の活用を忘れ，長年つのらせ
た想いを学生達に伝えた。
　退職直前の教授の話しは貴重である。
　「今の学生は環境にめぐまれ，安心感を抱いてしまい，HUNGRY という欲
望が足りない」「創大生は人柄がよくて，理想をもっているが，実力がない」
などという言葉が，あのもの静かな中山先生の口から出てきていた。普段よ
く耳にする話ではあるのですが，あの退職直前の先生から聞いたとき，自然
にうなづいてしまった。
　あれは中山先生の遺言であったに違いない。
　⑶　忘れ得ぬ人，一人
　私が２年前，別科から学部の一年生になった時のことである。その時，私
は学費，生活費に困った時であった。又学部の授業も理解出来ず，先生方の
字も読めなかった。（まるでアラブ語に見えた。）教科書も買えなかった。自
分の無力に落ち込んだ。そのある日，昼休みに，ある用事で別科の建物にも
ある留学生課に行った時，私の別科での一人の先生，岡松先生にぐうぜんあっ
た。私の顔色が悪かったか，あいさつがあまり元気でなかったかどうか，先
生は突然に私に「伸一，ちゃんとごはん食べていますか？」ときいた。「もう，
ごはん食べたの？」私「いやまだ」と答え，先生は私を食堂につれていった。
考える時間もなき先生の自発的な心あたたかい行動についていけなかった。
ごはんを食べていると色々質問された。「伸一，あまり元気ないなー」「最近
どうしているの？」「心配だからきいているんだよ」「何でもいいから言って」
その時今まで誰にも言えなかった自分の状況の事がボロボロと口から出てし
まいました。先生は，それを聞いて，突然立ち上がり，「伸一，ちょっと来い」
といい，私のうでをとり，食堂の裏へと引っぱり，「わかっているから」「だ
めだと思ってもいいから」先生は自分の財布を出し，私の手に一万円をにぎ
り。私は言葉がうばわれ，「でも……」や「いや，だめです」といったが，「い
いから，本当もっとあげたいけれど」「分かっているから」「こんどお金あっ
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たら返えせばいいから」。「先生もう授業あるから……」といい，その一万円
を手の中に持っていて何も言えなかったが。私の心はとてもあたたかくなっ
た。感動と感謝の気持で一杯だった。
　それで教科書も買え，又頑張る気になりました。私甘まかった！先生も大
変なのに私にやさしかった。授業は厳しかったけど，心はやさしい。本当は
厳しい人はやさしいんだな～。
　今でも一生このことは忘れ得ぬだろう。先生のやさしさ，今，先生みたい
な人少ないだろう。自分の事で一杯だろう。しかし，先生のため，私は，も
う３年生だけど，まだ全然だめだけれども，勉強にはげみ，良い成績を見せ
たい！　とにかく精一杯やる！　又私も人に対して先生みたいになりたいと
思う。
　⑷　加藤九祚先生の授業をとっています。それは，シルクロード研究です。
別にシルクロードに興味があったわけではなく，単に「噂の加藤先生ってど
んな人なのかな」と思ってとりました。
　毎週金曜日の３時限目，Ｃ309教室での約15名でやっています。ガンダーラ，
シャカ，アソカ……それらについて書かれた英文を先生が訳していきます。
先生は時々，発掘に行った時の事を思い出すのか，そのことを語ってくれま
す。窓の向こうを見ながら，遠い遠い目をして，見つめています。何か，懐
しく大切な物を，「いいなあ」っていう感じで見つめています。先生の目の
向こうには，永遠や遥かなるものにも似た，発掘と勉学に懸けた思いがある
のだろうと思いました。
　「君たちは，いつでも心の中に棒をもたねばならん。それは辛棒という棒
である。それを持っていれば必ず道は開ける。」
授業中に先生が言った言葉です。
　あと少しで，先生は本当にこの大学から居なくなります。それまで，私は，
先生の側にいたいと，くっついていたいと，思うのです。
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　⑸　忘れ得ぬ人一人，大江先生
　私は，大江先生のことはずっと忘れないように思う。金曜４コマの論理学
を教えてくださっている先生だ。人文の授業で，数学的思考に弱い私は，今
年も履修している。この授業のある日は，何故か気が重い。大江先生は授業中，
学生に黒板を使って問題を解かせるためだ。昨年より解かるようになってき
たが，不安なのは大して変わらない。“そんなのも分からないのか”という
風な口調ではあるが，細かくアドバイスをくださるのだが。
　今年度で，定年退職をされるということをきき，今年こそはという意地だ
けで授業に臨んでいた。私が大江先生を忘れないだろうと思うのは，以上の
ようなことからではない。２年間授業に出席して垣間見てきた大江先生の人
柄がとても好きだからである。授業中，ほとんど論理学に関すること以外は
話さない先生だが，考え方がスマートだなと思われてしょうがない。出席を
重視しない，極端に言えば，この問題が解ければ単位はあげるが，君たちは
授業に出てこないと分からないでしょうと笑いながら話す大江先生は，少し
いじわるのような気もするが，実際そうであるし，長身で貫禄のある先生に
はぴったりの言い方だと思う。それから，授業が終って，質問におそるおそ
る行くと，授業中とはうってかわって，アットホームは言いすぎかもしれな
いが，穏やかさを増し，細かく教えてくださる先生が大好きである。この時，
ああ，授業に出てよかったと思うのである。この授業に出て来る人は少ない。
難かしいからかもしれないが，もったいないなあと思う。失礼な話かもしれ
ないが，最近大江先生はやせられたように思う。シャツに浮き出ているおな
かが，昨年より小さいのだ。何故かわからないが心配である。これからも健
康であってほしいと願うばかりである。
　⑹　僕の忘れ得ぬ人は，西洋史の浅田實先生である。
　初めて授業に出たときのイメージは，「すごく気難しい人」であった。特
に声は，マイクを使わなくてもよくきこえ，京都弁だか関西弁だか，僕にとっ
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ては変わった口調で授業が進む。しかし，授業を受けていくうちに，僕は先
生のことが頭から離れなくなった。
　一番前で授業を受けているせいか，よく，「どこまでやったか？」とか，「お
もろないやろ？」など質問されるようになった。
　前回の授業では，チョークを取りにいかされたが，チョークを渡したとき
の先生の手の温もりは今でも忘れられない。普通に会ったときでも，名前を
憶えていてくれて，あいさつをかわしてくれるようになった。
　浅田先生の魅力はここにあるのかもしれない。
　⑺　僕は今，板坂先生の授業をとっている。いつも講義を聞いていて，先
生の博学というか，雑学というか，知識の多さに驚かされる。たぶん僕が今
まで出会った人の中で一番物知りな人だと思う。きっと先生といると，退屈
したり，話がつきるということはないだろう。でも時々，すごく有名な人と
知り合いだったり，話の内容がすごすぎたりして，全部本当のことなのかど
うか，首をかしげてしまう時がある。でも，それもまた聞いていておもしろい。
先生はもうかなりお歳だが，ああいうおじいちゃんが近くにいればなあ，と
思ってしまう。
　⑻　忘れ得ぬ人
　私は人の恩をすぐ忘れてしまう方だと自分でもよく思いますが，私がこの
大学を卒業しても，その人が亡くなっても，絶対に死ぬまで忘れないと思う
人がいます。そういう出会いをしたのは初めてです。池田講堂の運輸課に勤
めている飯高さんです。初めて会ったのは１年生の５月ごろです。２年生ま
で白萩寮にいたので，それまで毎日，飯高さんの勤める部屋の窓の横が私の
帰り道になっていました。なので，毎日毎夕と窓の中の飯高さんと挨拶をし
合いました。１週間に何回かは窓の側まで呼んでくれて，どこかのお土産の
お菓子や果物をくれました。また，大学のどの道ですれちがっても車の中か
ら大きな声で，声をかけてくれたり，車ではない時は，別れる時に私にいつ
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も深々と頭をさげて見送ってくれました。今年の夏のあつい日，私がＳＵＡ
の見送りに哲学の道に一人で座っていると，車で通りかかった飯高さんは，
わざわざ運輸課まで戻って冷ぞう庫から冷たいジュースを持ってきてくれた
ことがあり，飲んだ時の気持ちは一生忘れないと思います。飯高さんが私の
名前を覚えてくれたのは２年の卒業式前ごろです。しかし，それまでは，温
かい人だなとしか思っていませんでした。
　３年生になって，私にとって今までで一番辛い時期がありました。その時
初めて創大自体が嫌いになりました。色々な人に色々なことを言われ自分で
自分を励ますこともできなくなりました。もうダメだ，もうダメだと思って
いた時，飯高さんに久しぶりに会いました。
　飯高さんは婦人部の方と話していました。顔から今の自分を悟られまいと，
こんにちはだけ言って帰ろうとすると，飯高さんは，自分の子を自慢するよ
うに，婦人部の方に，「この子ははまださんといって，本当にえらい子なんだ。
皆この道をなにくわぬ顔して通りすぎるけど，いつもいつも挨拶をしてくれ
るんだ。」と話してくれました。
　その時こそ，温かいと感じたことはなかったし，希望を感じたことはあり
ませんでした。私の中でも全然変わっていないところがあるんだと，それか
らその一言で，どんどん力が湧いてきました。
　３年生になって飯高さんに会える日が少なくなり寂しく感じますが，飯高
さんの創大生を想う心を一生ついでいきたいです。
　⑼　「立派な人」
　毎朝早く，大事な方が別科の方に来られています。それは，教師ではなく，
学生でもなく，別科のお掃除のおばさん，小島光子さんのことです。
　そのおばさんは，少しお年をとった方ですが，大変明るいかわいい方です。
毎朝，大きい笑顔で迎え，時には一緒にくだらない冗談とかしながら，私達
学生に元気を与え，いろいろな面倒をしてもらっています。さらに，留学生
の面倒をみるのは，最も大変な仕事だと，僕は感じます。
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　例えば，留学生は，あまり，日本のことは知らず，いろんな細い間違いを
起します。燃えるゴミや燃えないゴミの揃え方の間違いはよくあります。
　しかし，おばさんは，留学生の気持ちを理解し，文句を言わず，僕達の後
をかたずけてくれます。本当に立派な方だと心から感じます。
　これからは，私はもっと憐れみを持つ人になりたいと思っています。
　憐愍（憫）の情，思いやり，やさしさを持つ人。
〔Ⅲ〕　学生達から見た「倫理の先生」
　⑴　さっき先生のことを“みんなの文章をしょい込んでいる”といってい
た人がいましたが，先生は宿業をしょい込んだ道化師みたいだなと思う。そ
の業を消すために信仰してぼさつになった人のようにも見える。四十も年の
はなれた学生の文章，自分はわかっていることでも，あえてわかっていない
ように見られても，つつみかくさず観客の前でショーをしているようなかん
じだ。
　私は演劇部員です。つくりものでない登場人物をつつみかくさず演じられ
るような，先生みたいな役者になりたい。
　⑵　「顔」と言われて，まず私は小林先生の顔を見ました。なんか平凡そ
うな，どこにでもいるおっさんの顔だな，と思いましたが，授業中にいろい
ろな文章を読んでいる先生の顔は，すごく人間性みたいなものが出ていまし
た。この小林先生の顔を見ていると，何かおちつきます。私の気持ちを理解
してくれる人が何人かいると思います。だから，この教室も人が多いのでしょ
う。
　別にめずらしくもない普通の顔ですが，私は小林先生の顔が好きです。
　⑶　この授業を通じて先生の顔について書かせてもらいます。
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　小林先生は基本的にはニコニコしています。そんな先生の顔は笑いジワで
いっぱいです。僕が思うに，先生は人生の最初の方では，あまりいい顔では
なかったと思います。年々，年を重ねるごとに，いろんなつらいことを経験
してきて，その積み重ねの結果が今の笑顔につながっているのだと思います。
だから，自分の顔はほとんど無表情がブスッとしたような顔になっていると
思います。僕も先生のようにいつも笑顔でいられるようにがんばりたいです。
　⑷　小林先生が「真面目人間」と黒板に書かれたとき，まっ先に「あなた
のことだよ」と思った。この意見には多くの御批判が寄せられると思われる。
しかし，「真面目」を「正直さ」という意味で捉えるなら，首肯できるので
はないだろうか。
　小林先生のもつ「正直さ」とは，御自身も授業でしばしば言及されるが，「つ
くろわないこと」である。より具体的に言えば，「バカと思われたくない病」
にかかっていないことである。
　他の先生方の講義を受けていて気づくのは，彼等がおしなべて，「バカと
思われたくない病」にかかってしまっていることである。彼等は，極めて基
礎的な知識が，出てこないとき，尋常ではない焦り方をする。たとえば（とさっ
そく使ってみる），近現代史を専門とするＭ先生は，ブッシュ大統領の名前が，
どうしても出てこないことがあった。焦りに焦った挙句，「どうしようもな
い奴だから，名前忘れた」と苦笑いをしながら言い放った。大学の教員とい
う種族は，現在の能力，役職を得るまでに莫大な時間と労力をかけているの
で，この種の病気にかかっている率が極めて高い。だが，小林先生という人は，
まったくもって，この病気にかかっている徴候が見られないのだ。
　⑸　最後の一言：
　小林先生へ，
　まず初めに，この半年間本当にお世話になりました，そして本当にありが
とうございました。
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　私は，今まで色んな先生や教授とあってきましたが，常に教育とは何かを
考えていました。しかし，小林先生の授業を受けるチャンスがあって，やっ
と授業らしい授業を見つけられた気がします。心から感謝しております。一
番美しい教育というのは，やはり，どれだけ，先生と学生がぶつかり合えるか，
また，どれだけ，その先生が学生の心をつかめられるかだと思います。それを，
小林先生は，よく分かられていらっしゃるんですね。私は，一週間の楽しみは，
いつも倫理学の授業でした。これからも小林先生みたいな教授にであえるよ
うに願っています。
　とにかく，健康に気をつけて，これからも元気に生き続けてください。
Merci beaucoup.　▽^^
（Thank you very much）
（フランスの）五十嵐　舞花
　⑹　いつの間にか，最後の授業を迎えました。小林先生の「倫理学入門」
という授業こそ，最も，大学の授業らしい授業だったと思います。
　私を考えさせる，悩ませる，正直にさせる，美しい授業でした。
　けっして，小林先生が美しかったわけではありませんが，（先生はまぶし
かったです。^
⌒
^）
　みんなの心を美しくさせる授業でした。
　本当にありがとうございました。
　いつまでも，お幸せに，お元気で，いらっしゃって下さい。
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